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施設20か所に専用の回収ボックスを設置し、小型充電式電池を回収して
います。
回収対象物や回収ボックス設置施設など詳細は区HPをご覧ください。

大田区報や災害の緊急情報のほか、ごみの日のリマインダー機能や施設
検索、オンライン申請へのご案内など、
暮らしに便利な情報を配信しています。

大田区LINE公式アカウント　友だち募集中！ モバイルバッテリーなどの
小型充電式電池の回収を始めました
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ごみ減量推進課事業推進担当
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▼友だち追加は
　二次元バーコードから

問日 費

ひと足延ばしてアートさんぽ

6月24日（水）～9月13日（日）
午前9時～午後5時　

郷土博物館には宇野千代をはじめとした、かつて馬込・山王・中央に居住し活躍した
作家・画家たちの「馬込文士村」常設展もあります

郷土博物館
TEL 3777-1070
FAX 3777-1283

龍子の躍動感ある大きな作品に圧倒！ 書道家・熊谷恒子の優美な書の作品を楽しむ 区が所蔵する美術品に出会う
龍子記念館　 熊谷恒子記念館 馬込アートギャラリー

日　時

問合先

開館時間

「大森駅開業前夜―150年前の大森を振り返る―」

3772-0680　　　3772-0680
午前9時～午後4時30分（入館は午後4時
まで）・月曜休館（祝日の場合は翌日）・展示
替えなどの臨時休館あり。
一般200円、小・中学生100円
65歳以上、未就学児、
障害者手帳などをお持ちの方は無料

3773-0123　　　3773-0123
午前9時～午後4時30分（入館は午後4時
まで）・月曜休館（祝日の場合は翌日）・展示
替えなどの臨時休館あり。
一般100円、小・中学生50円
65歳以上、未就学児、
障害者手帳などをお持ちの方は無料
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6410-7960　　　6410-7962
午前9時～午後4時30分（入館は午後4時
まで）・月曜休館（祝日の場合は翌日）・展示
替えなどの臨時休館あり。

特集展示
はコチラ

令和８年６月12日、大森駅は開業150年を迎えます。明治9年の開業以来、
大森は鉄道とともに発展してきました。駅前は、今秋放送されるNHK連続
テレビ小説「ブラッサム」で主人公のモデルとなる宇野千代が、馬込文士村
で暮らしていた頃、洋風飲食店や美容院、喫茶店、酒場、デパートなどが立ち
並ぶ賑やかな繁華街でもありました。
区は文化資源の掘り起こしや、歴史、まちの魅力を
再発見できるOMAISEN PROJECTを進めています。
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OMAISEN
PROJECT
はコチラ

常設展
はコチラ昇斎一景「六合陸蒸気車鉄道之全図」（明治４年）

安西啓明「大森駅八景坂」
（昭和３年頃）

郷土博物館
特集展示
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大森駅構内（昭和12年頃）

大森駅構内を南方から見る（大正８年頃）

中央4-2-1 南馬込4-5-15 南馬込4-10-4

大森駅開業150周年！

おおた

6月


